
企業概要

取材の現場から

ものづくり技術

補助事業のきっかけ

・ネジなどの締結部品をHDD、デジカメ、自動車市場向けに提供していたが、HDD、デジカメ市場が縮小する
中、自動車向けの提供を強化しようと考えた。
・新興国メーカーが低価格車を武器に参入する中、価格競争力、高精度、性能向上が顧客から要望されてい
た。

事業計画の概要

・締結工具が不要な埋込み型ピンは、主に圧造・転造・切削の３工程である。締結に必要な“くびれ”を作るには
切削が必要であった。しかし、切削には加工時間がかかり、一定の不良も出やすいため転造化することを目指
した。

事業化状況

・切削に比べ転造化により不良が減少した。また生産能力も拡大したので顧客からの急なオーダーにも対応
できるようになった。
・生産性は約４倍に向上。技術の実証ができたので自己資金で追加設備を導入し、価格競争力も高まっている。
・転造の品質管理には技術力が必要で、社内の標準化が課題になっている。

導入した強力型転造機
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右下/超小径精密平歯車
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切削加工では切り屑が発生するため資源活用の
観点からムダを無くせないかとも考えていた。近年、
ESG経営をはじめとして環境や持続可能性が経営に
も求められるケースも増えている。当社もSDGsに向
けた目標を掲げており、取組内容を毎年顧客に報告
しているとのこと。環境に向き合う経営姿勢も顧客か
ら評価され、企業ブランドになっていると思われた。
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金属製品製造業

株式会社ミズキ

当社はHDDやデジカメ、自動車電装装置等に使用
される精密締結部品の製造を行っている。不良ゼロ
への積極的な取組み、地道なコストダウンへの取組
みによる世界基準の価格競争力、グローバルに対応
する品質保証のノウハウを持つ。世界に挑むものづく
り技術でお客様の様 な々ニーズに応え、海外に負け
ない付加価値の高い製品を提供している。
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